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二
十
年
ほ
ど
前
、

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
一

族
の
世
界
戦
略
を
書

い
た
「
赤
い
楯
」
を

読
ん
だ
。
世
界
の
見

方
が
一
変
し
た
。
世

界
が
ど
の
よ
う
に
な
ろ
う
と
一

族
の
繁
栄
は
確
保
す
る
戦
略
の

え
げ
つ
な
さ
、
冷
酷
さ
を
知
っ

た
か
ら
だ
。

少
し
前
ま
で
、
厚
生
労
働
省

に
お
け
る
感
染
症
対
策
は
結
核

な
ど
の
疫
病
対
策
が
主
流
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
疾
病
構
造
の
変

化
に
よ
り
、
感
染
性
疾
患
か
ら

非
感
染
性
疾
患
が
主
役
と
な
る

と
、
効
果
は
さ
て
お
き
、
メ
タ

ボ
対
策
や
特
定
健
診
制
度
を
打

ち
出
し
た
。
突
然
出
現
し
た
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
、
狂
牛
病
な
ど
の
新
興

感
染
症
で
も
そ
れ
な
り
の
対
策

を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
血
液

製
剤
に
よ
る
薬
害
エ
イ
ズ
や
Ｃ

型
肝
炎
な
ど
の
医
原
性
感
染
症

で
は
課
題
を
露
呈
し
た
ま
ま

だ
。最

近
、
マ
ス
コ
ミ
は
「
微
量

採
血
器
具
に
よ
る
感
染
症
の
リ

ス
ク
」
に
つ
い
て
、
医
療
機
関

を
責
め
る
報
道
を
展
開
し
た
。

省
も
医
学
的
根
拠
を
検
証
す
る

こ
と
な
く
そ
れ
を
容
認
し
た
。

本
来
、
国
お
よ
び
省
に
は
根

拠
あ
る
基
準
を
作
成
し
、
対
策

費
用
を
含
め
施
策
を
実
施
す
る

責
務
が
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
前
も
っ
て
一
遍

の
通
知
を
地
方
自
治
体
や
製
造

会
社
に
送
付
し
た
こ
と
を
も
っ

て
責
任
を
履
行
し
た
と
、
今
回

も
と
ぼ
け
て
い
る
よ
う
だ
。

訳
も
分
か
ら
ず
疑
心
暗
鬼
に

な
っ
て
い
る
医
療
機
関
を
他
所

に
、
自
ら
は
痛
み
を
負
わ
ず
、

保
身
を
図
る
姿
勢
は
、
あ
の
一

族
に
通
じ
る
と
思
う
の
は
的
外

れ
だ
ろ
う
か
。

今月の会員数／1013人（医科728人・歯科285人） 
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石
川
県
で
は
体
験
型
の「
食
育
」
を
重
視 

 

第
四
回
食
育
講
演
会 

食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
　
長
谷
　
他
家
志（
金
沢
市
・
歯
科
） 

よ
り
よ
く
食
べ
る
は
、よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と 

よ
り
よ
く
食
べ
る
は
、よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と 

保険医協会事務局・会議室が
6階から8階へ移転します
保険医協会事務局・会議室が
6階から8階へ移転します

2日間休務します

【事務局休務日】 
7月18日（金）および7月22日（火） 

　石川県保険医協会が入居しています太陽生命

金沢ビルの耐震化工事に伴い、同ビル6階から8

階に移転します。これまでより、若干スペース

が広くなります。 

　つきましては、下記の2日間、引越作業およ

び電気・電話回線、各種ケーブル工事などのた

め、電話・FAX、メールは使用できなくなり

ます。ご不便をおかけしますが、よろしくお願

いいたします。 

　なお、7月23日（水）午前９時から、通常どおり

事務局業務を行います。 

　休務中の緊急連絡先は、会員には別途お知ら

せしてあります。 

講　　　師　奥田一博氏 　 新潟大学 医歯学総合研究科 （口腔生命科学専攻 准教授、歯周診断・再建学分野） 
と　　　き　8月10日（日）午前10時から12時ごろ
と　こ　ろ　金沢都ホテル　5階 加賀の間
      　　　　　　（JR金沢駅東口正面　電話 076－261－2111）

参加対象者　歯科医師 参　加　費　会員無料（非会員は1万円）
※申込方法など、詳しくは案内チラシをご覧ください。

歯周組織再生法の現状と最前線歯周組織再生法の現状と最前線
―GTR法、エムドゲイン法、培養骨膜シート法― 

六
月
二
十
二
日
（
日
）、
金

沢
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
四
回

食
育
講
演
会
「
今
ブ
ー
ム
の
食

育
を
ど
う
考
え
る
か　

〜
食
育

ア
ラ
カ
ル
ト
／
そ
の
背
景
・
子

育
ち
と
食
・
石
川
県
の
今
〜
」

が
沼
田
直
子
氏
（
石
川
県
健
康

福
祉
部
少
子
化
対
策
監
室
子
育

て
支
援
課
担
当
課
長　

母
子
保

健
・
家
庭
福
祉
担
当
）
を
講
師

に
招
い
て
開
か
れ
た
。

医
師
、
歯
科
医
師
、
医
療
・

歯
科
医
療
関
係
者
、
養
護
教

諭
、
保
育
士
、
栄
養
士
、
そ
の

他
関
係
者
を
合
わ
せ
百
二
十
人

あ
ま
り
の
参
加
者
が
あ
り
、
熱

心
に
聴
講
さ
れ
て
い
た
。

沼
田
氏
ご
自
身
も
、
小
学
四

年
生
の
お
子
様
を
持
つ
子
育
て

真
っ
最
中
の
方
で
、
お
子
様
の

小
さ
な
こ
ろ
の
食
事
風
景
の
ビ

デ
オ
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、

「
食
べ
る
と
は
何
か
」
か
ら
話

を
説
き
始
め
た
。
県
下
各
地
で

の
講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
光
景
も
交
え
な
が
ら
進
め
、

時
折
、
会
場
に
い
ろ
い
ろ
な
質

問
を
投
げ
か
け
、
直
接
答
え
を

求
め
た
り
、
挙
手
を
求
め
る
な

ど
、
で
き
る
だ
け
聞
く
一
方
で

な
く
、
全
員
参
加
型
の
講
演
を

進
め
ら
れ
て
い
た
。

今
、
ち
ま
た
に
は
「
食
育
」

と
い
う
言
葉
が
あ
ふ
れ
て
い
る

が
、
子
ど
も
が
育
っ
て
い
く
食

育
で
は
、
子
ど
も
に
何
か
伝
え

る
と
い
う
こ
と
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
な
い
部
分
で
動
い
て
い
る
こ

と
を
ま
ず
受
け
止
め
、
何
が
大

切
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
と

の
観
点
で
話
が
進
ん
で
い
っ

た
。子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
食

育
は
、
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
で

あ
り
、
よ
り
良
く
食
べ
る
こ
と

は
、
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
忙
し
さ
に
あ
ふ
れ

る
現
代
で
は
、
食
に
も
効
率
化

が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
は
生
き
づ

ら
さ
へ
の
警
告
と
な
っ
て
い

る
。
手
塩
に
か
け
る
な
ど
の
無

駄
が
生
き
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん

失
わ
れ
、
効
率
が
す
べ
て
の
よ

う
に
生
き
方
そ
の
も
の
へ
の
問

い
か
け
で
あ
り
、
食
べ
る
こ
と

の
今
日
的
意
味
は
育
む
こ
と
で

あ
る
。

食
育
で
は
野
菜
嫌
い
を
無
く

す
る
な
ど
ス
キ
ル
を
求
め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
よ
り
も
心
と
体
が

育
ま
れ
る
感
性
を
取
り
戻
す
こ

と
で
あ
り
、
効
率
・
評
価
・
管

理
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
原
理
で

は
な
く
、
受
容
・
共
存
・
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
の
流
れ
の
育
む

原
理
が
求
め
ら
れ
る
。
育
て
る

側
は
忙
し
さ
の
中
で
待
つ
、
プ

ロ
セ
ス
を
楽
し
む
こ
と
を
失

い
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
必
要

な
体
験
を
待
て
な
い
、
結
果
を

求
め
過
ぎ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
体
感
、
体
験
し
に
く
く
な

っ
て
い
る
中
で
、
子
ど
も
に
も

生
活
の
場
で
役
割
を
与
え
、
達

成
感
を
育
て
、「
し
た
い
ぞ
力
」

を
養
い
た
い
。

本
来
、
食
と
は
楽
し
い
こ
と

で
あ
り
、
共
に
食
べ
る
は
気
持

ち
を
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
家

族
が
一
緒
に
食
べ
る
な
ど
の
家

族
団
ら
ん
の
機
会
が
減
る
中
で

も
、
食
で
つ
な
が
る
食
の
原
風

景
を
世
代
を
超
え
て
伝
え
た

い
。子

ど
も
が
育
つ
環
境
を
整
え

る
の
に
は
、
子
ど
も
が
変
わ
る

の
で
は
な
く
、
大
人
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

石
川
県
の
食

育
で
は
体
験
型

を
重
視
し
、
食

を
通
じ
て
人
と

人
が
つ
な
が
る

こ
と
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ

た
。最

後
に
、
食

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る
今

後
の
方
向
性
の

参
考
に
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
参
加
者
に

求
め
、
散
会
し

た
。

120人が参加して開かれた第４回食育講演会

講師の沼田直子氏
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保団連第1回代議員会に石川から3人出席 

石川協会の“手差し会話集”好評 
全国から282人が出席し活動方針を討議 

石
川
協
会
か
ら
保
団
連
に
依
頼 

採
血
器
具
の
感
染
リ
ス
ク
調
査 

石
川
協
会
か
ら
保
団
連
に
依
頼 

採
血
器
具
の
感
染
リ
ス
ク
調
査 

会
長
　
西
田
　
直
巳（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

六
月
二
十
九
（
日
）、
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、

東
京
・
新
宿
あ
い
お
い
損
保
ビ
ル
地
下
一
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
保
団
連
第
一
回
代
議
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

代
議
員
（
代
理
含
む
）
百
十
四
人
（
定
数
百
十
六
人
・
定

足
数
七
十
八
人
）、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
五
人
、
理
事
会
構
成
役

員
四
十
二
人
、
監
査
・
顧
問
・
参
与
十
一
人
、
事
務
局

百
十
一
人
、
合
わ
せ
て
二
百
八
十
二
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
西
田
直
巳
会
長
、
平
田
米
里
副
会
長
と

橋
爪
真
奈
美
事
務
局
員
が
出
席
し
ま
し
た
の
で
、
以
下
、
三

人
の
印
象
記
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
保
団
連
代
議
員
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後

日
、
全
国
保
険
医
新
聞
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
団
連
の
報
告
事
項
や
各
協

会
か
ら
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
全
国
保
険
医
新
聞
に
詳
細
が
掲

載
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

石
川
協
会
に
関
す
る
こ
と
だ
け

報
告
す
る
。

石
川
協
会
か
ら
口
頭
発
言
し

た
の
は
、「
微
量
採
血
用
穿
刺

器
具
の
複
数
患
者
へ
の
使
用
問

題
の
発
端
と
な
っ
た
、
英
国
レ

ポ
ー
ト
の
詳
細
の
確
認
」
と

「
真
空
採
血
管
ホ
ル
ダ
ー
の
感

染
リ
ス
ク
に
関
す
る
調
査
を
保

団
連
に
要
請
」
の
二
点
で
あ
っ

た
。保

団
連
か
ら
の
回
答
は
、
二

〇
〇
八
年
六
月
十
七
日
付
け
で

厚
生
労
働
大
臣
宛
に
要
望
書

「
微
量
採
血
器
具
に
関
す
る
要

望
書
」
を
提
出
し
た
。
英
国
レ

ポ
ー
ト
と
感
染
リ
ス
ク
に
関
す

る
調
査
に
つ
い
て
は
、「
保
団

連
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
ど
こ
ま
で
で
き

る
か
、
ま
た
、
や
る
べ
き
か

（
疑
問
で
あ
る
）」
と
、
消
極
的

な
回
答
で
あ
っ
た
。

他
協
会
の
反
響
は
①
一
、二

年
前
の
通
知
時
の
厚
労
省
の
対

応
を
調
査
し
て
問
題
が
な

い
か
検
討
す
べ
き
②
通
知

の
不
徹
底
に
関
し
て
、
行

政
、
業
者
の
責
任
を
徹
底

す
べ
き
③
行
政
も
「
使
い

回
し
」
を
し
て
い
る
と
い

う
事
実
か
ら
医
療
機
関
名

の
公
表
を
控
え
た
県
も
あ

る
、
以
上
の
三
件
で
あ
っ

た
。冒

頭
、
執
行
部
か
ら
大
会
直

前
ま
で
の
会
務
報
告
と
今
後
の

重
点
活
動
項
目
全
般
に
つ
い

て
、
ま
た
自
主
共
済
・
休
業
保

障
制
度
を
守
る
運
動
に
つ
い
て

は
特
別
に
報
告
が
な
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
全
国
か
ら
の
多

岐
に
わ
た
る
提
案
・
要
望

（
八
十
九
編
の
事
前
発
言
通
告
）

に
、
執
行
部
か
ら
各
分
野
別
に

回
答
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の

答
弁
に
対
し
フ
ロ
ア
発
言
を
募

り
、
再
び
執
行
部
が
応
じ
る
形

式
で
会
は
進
行
し
た
。

毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
代
議

員
会
の
扱
う
テ
ー
マ
は
多
く
、

毎
回
、
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い

検
討
項
目
が
浮
上
し
、
前
回
の

検
討
項
目
が
そ
の
ま
ま
解
決
す

る
こ
と
な
く
、
残
る
状
況
も
目

に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
。
会
員

の
増
加
は
顕
著
だ
し
、
保
団
連

に
対
す
る
期
待
も
大
き
く
な
っ

た
が
、
そ
の
割
に
は
そ
れ
に
対

処
す
る
役
員
・
事
務
局
を
含
め

初
め
て
の
代
議
員
会
出
席
と

い
う
こ
と
で
、
終
始
不
安
と
緊

張
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

次
々
と
途
切
れ
る
こ
と
の
な

い
発
言
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら

も
、
各
協
会
の
特
徴
や
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
な

ど
が
分
か
り
、
興
味
を
持
っ
て

長
時
間
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

日
ご
ろ
、
協
会
・
医
会
が
、

い
か
に
幅
広
い
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ

た
組
織
の
若
返
り
・
活
性
化
・

効
率
化
が
遅
れ
て
い
る
と
の
感

想
を
持
っ
た
。

活
発
だ
っ
た
全
体
像
は
全
国

紙
に
任
せ
る
こ
と
に
し
て
、
石

川
協
会
か
ら
は
西
田
会
長
の
微

量
採
血
用
穿
刺
器
具
に
関
し
て

正
確
な
情
報
の
収
集
と
、
調
査

を
要
望
す
る
発
言
が
あ
っ
た
こ

と
。
ま
た
、「
第
十
九
回
核
戦

争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を

求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど

い
in
金
沢
」
が
十
一
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
加
え
て

『
歯
科
の
た
め
の
手
差
し
会
話

集
』
が
発
刊
さ
れ
好
評
を
博
し

て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

こ
と
を
記
し
て
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
附
・
発
言
後
、
十
分
間
で

持
参
し
た
冊
子
を
完
売
）

と
が
で
き
、
事
務
局
員
と
し
て

の
役
割
に
つ
い
て
も
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
組
織
拡
大
へ
の
取
り

組
み
に
関
す
る
発
言
が
多
く
、

保
団
連
の
財
政
構
造
を
見
直
す

中
で
、
保
団
連
会
費
の
段
階
的

な
引
き
下
げ
を
要
求
す
る
意
見

も
あ
っ
た
。
会
員
数
十
万
三
千

人
を
超
え
た
今
、
今
後
の
組
織

拡
大
・
充
実
が
一
層
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
強
く

感
じ
た
。

そ
の
他
、「
日
米
地
位
協
定

の
抜
本
的
見
直
し
と
在
日
海
兵

隊
の
撤
去
」（
沖
縄
協
会
）
や

「
人
体
の
不
思
議
展
の
問
題
を

指
摘
」（
大
阪
協
会
）
等
の
発

言
も
あ
り
、
私
自
身
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
か
っ
た
（
自
分
自
身

に
降
り
か
か
る
問
題
と
し
て
捉

え
て
い
な
か
っ
た
）
問
題
点
で

あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
発
言

に
は
っ
と
気
づ
か
さ
れ
る
も
の

が
あ
っ
た
。

最
後
に
、「
核
戦
争
に
反
対

し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医

師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
in
金

沢
」
の
チ
ラ
シ
が
、
今
ま
で
に

な
い
斬
新
な
も
の
で
あ
る
と
高

く
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
、『
歯
科
の
た
め
の
手
差
し

会
話
集
』
が
数
分
で
完
売
し
た

こ
と
が
、
何
よ
り
で
あ
っ
た
。

手
差
し
会
話
集
を
紹
介
し
、 

持
参
分
を
十
分
で
完
売 

手
差
し
会
話
集
を
紹
介
し
、 

持
参
分
を
十
分
で
完
売 

副
会
長
　
平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

反
核
医
師
の
会
in 

金
沢
の 

斬
新
な
チ
ラ
シ
に
高
い
評
価 

反
核
医
師
の
会
in 

金
沢
の 

斬
新
な
チ
ラ
シ
に
高
い
評
価 

事
務
局
　
橋
爪
　
真
奈
美 

報
告
事
項
と
し
て
、
総
務

部
か
ら
「
九
条
の
会
・
石
川

医
療
者
の
会
世
話
人
会
」

（
六
月
五
日
）
で
、
県
内
の

各
分
野
・
各
地
域
九
条
の
会

の
取
り
組
み
へ
の
協
力
、
非

核
・
平
和
団
体
の
取
り
組
み

へ
の
参
加
な
ど
の
具
体
的
予

定
が
示
さ
れ
た
。

歯
科
部
か
ら
は
、
七
月
末

を
め
ど
に
歯
科
に
お
け
る
震

災
時
の
対
応
本
が
発
行
で
き

る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と

や
、『
歯
科
保
険
診
療
の
研

究
』
を
使
っ
た
勉
強
会
（
六

月
一
日
）
の
報
告
が
あ
っ

た
。学

術
・
保
険
部
か
ら
は
第

二
回
よ
ろ
ず
勉
強
会
の
計
画

（
七
月
二
十
四
日
）
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
、
テ
ー
マ
は

「
在
宅
医
療
の
保
険
請
求
」

「
特
定
健
診
業
務
」「
リ
ー

ス
」
が
予
定
さ
れ
、
多
く
の

会
員
の
参
加
を
期
待
。
ま

た
、
保
険
審
査
通
信
に
て
今

回
入
院
中
の
血
糖
測
定
の
査

定
例
に
つ
い
て
の
理
事
者
間

の
討
議
（
関
連
記
事
七
面
）

が
あ
っ
た
。

医
療
福
祉
部
か
ら
は
、
保

団
連
地
域
医
療
対
策
部
会
へ

の
参
加
に
つ
い
て
や
、
高
齢

者
施
設
訪
問
（
六
月
五
日
・

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
神
宮
寺
）
の

報
告
が
あ
っ
た
。

協
議
事
項
と
し
て
、
当
会

事
務
局
が
入
居
し
て
い
る
太

陽
生
命
金
沢
ビ
ル
の
耐
震
化

工
事
に
伴
い
、
現
在
の
六
階

か
ら
八
階
に
移
転
す
る
た
め

の
日
程
（
七
月
十
八
日
か
ら

二
十
二
日
）
に
つ
い
て
の
提

案
が
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
第
五
十
一
回
保

団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
六
月
十
五
日
）
の
最
終
打

ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
医
療
・
介
護
制
度
関
連

記
事
で
は
、
財
政
制
度
等
審

議
会
で
二
千
二
百
億
円
削
減

目
標
堅
持
が
決
定
し
た
こ
と

や
、
介
護
処
遇
改
善
法
が
成

立
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。

【
西
川　

記
】

（6月1 7日・12人出席） 

第6回 理事会点描 

よろず相談から 
事務所移転まで 
よろず相談から 
事務所移転まで 

石川協会から採血器具に関する発言に立つ西田直巳会長

好
評
だ
っ
た
手
差
し
会
話
集

好
評
だ
っ
た
手
差
し
会
話
集

保団連代議員会には全国から282人
が出席
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カルテ・レセ記載ノウハウと 
不合理点数の是正のために 

『歯科保険診療の研究』を利用した勉強会 『歯科保険診療の研究』を利用した勉強会 

理事　小島　登（内灘町・歯科） 

カルテ・レセ記載ノウハウと 
不合理点数の是正のために 

囲 

解 
答 

碁 4
2
イ
 

6
3

1 5
（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
、
5
と
打
つ
の
が
好
手
段
。

白
6
に
黒
7
で
黒
生
き
で
す
。
黒
1
で

2
は
白
1
。
ま
た
黒
1
で
イ
は
白
6
で

黒
死
。
黒
3
で
5
は
白
イ
黒
3
白
6
で

コ
ウ
で
す
。
 

（7は1のところ） 

「アシスタントのための 
 歯科保険診療ハンドブック」        のご案内 
「アシスタントのための 
 歯科保険診療ハンドブック」        のご案内 

２００８年 
追補版 

　全国保険医団体連合会が発行している『アシスタント

のための歯科保険診療ハンドブック２００７年版』の追補版

ができました。２００７年版ハンドブックはアシスタント向け

ガイドブックとして十分に活用いただけますが、追補版は

２００８年４月から実施されている長寿医療制度（後期高齢

者医療制度）の窓口取扱いの変更や、２００８年４月の診療

報酬改定を受けて作成しております。２００７年版ハンド

ブックを補完する資料として、ぜひ追補版をご活用下さい。 

　追補版のデータは保団連のホームページに掲載されて

おり、無料でダウンロードできます。また郵送も可能です

（無料）。郵送のご注文は石川県保険医協会まで。 

（電話：076-222-5373、FAX：076-231-5156） 

http://hodanren.doc-net.or.jp/写真は「２００７年版」。お持ちの方は、追補版も 
併せてご活用下さい（無料）。 

保団連ホームページ 

六
月
一
日
（
日
）
午
前
十
時

か
ら
、
金
沢
都
ホ
テ
ル
に
お
い

て
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』

を
利
用
し
た
勉
強
会
が
開
催
さ

れ
、
三
十
人
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
っ
た
。

最
初
に
平
田
副
会
長
（
歯
科

部
長
兼
務
）
か
ら
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
こ
の
会
の
経
緯
に
つ

い
て
お
話
が
あ
っ
た
。

歯
科
部
で
は
、
医
科
で
は
恒

例
に
な
っ
て
い
る
運
用
説
明
会

に
近
い
形
の
も
の
を
以
前
か
ら

模
索
し
て
い
た
が
、
今
回
は
新

し
い
試
み
と
し
て
『
歯
科
保
険

診
療
の
研
究
』
の
症
例
を
検
討

す
る
企
画
を
立
て
た
。
診
療
報

酬
改
定
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
カ
月

が
経
過
し
、
要
項
も
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
の
時
期
に
、
カ
ル
テ

や
レ
セ
プ
ト
記
載
の
理
解
が
深

ま
り
、
歯
科
診
療
が
円
滑
に
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
、
こ
の
会
で

診
療
報
酬
制
度
の
問
題
点
が
明

ら
か
に
な
っ
た
も
の
を
、
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
討
論
し
た

上
で
、
厚
労
省
に
改
善
要
求
す

る
こ
と
を
目
指
す
考
え
を
示
し

た
。引

き
続
き
、
講
師
の
歯
科
部

員
六
人
は
、
割
り
当
て
ら
れ
た

各
部
を
緊
張
し
な
が
ら
も
、
テ

キ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
症
例
を

ベ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方

で
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

た
り
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
っ
た

り
、
追
加
症
例
を
加
え
た
り
し

て
説
明
し
た
。

在
宅
医
療
で
は
、
訪
問
時
に

携
帯
す
る
と
便
利
な
八
パ
タ
ー

ン
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
独
自

に
作
成
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。
同
じ

診
療
行
為
を
し
て
も
、
施
設
の

一
人
目
と
二
人
目
や
、
障
害
者

加
算
が
算
定
で
き
る
患
者
と
で

き
な
い
患
者
の
算
定
点
数
に
、

著
し
い
格
差
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
歯
周
治
療
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
お
け
る
三
パ
タ
ー
ン

に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。
治
癒

と
病
状
安
定
や
歯
周
病
安
定
期

治
療
と
健
康
管
理
、
治
療
終
了

日
と
治
癒
の
日
の
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
と
問
題
点
を
整
理
し
た
。

そ
し
て
、
会
場
参
加
者
と
の

質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が
活
発

に
行
わ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は

今
後
も
こ
の
会
を
続
け
る
こ
と

と
共
に
、
保
団
連
が
編
集
し
て

い
る
医
科
の
『
新
点
数
運
用
Ｑ

＆
Ａ
』
の
歯
科
版
作
成
を
望
む

声
が
多
か
っ
た
。

今
後
も
会
員
の
声
を
聞
き
、

協
会
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
。

在
宅
医
療
が
、
お
か

し
な
方
へ
向
か
っ
て
い

る
。
国
も
マ
ス
コ
ミ

も
、
そ
し
て
私
た
ち
医

療
関
係
者
で
す
ら
「
在

宅
医
療
は
看
取
り
」
だ

と
思
い
込
ん
で
は
い
ま
い
か
。

在
宅
医
療
と
は
、
本
来
「
社
会
復

帰
」
の
場
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
重
症

で
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
に
癌
の
末
期

で
あ
っ
て
も
、「
そ
の
人
ら
し
く
」

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
、
生
活
の
場

で
あ
る
こ
と
に
最
大
限
の
〝
敬
意
〞

を
払
い
な
が
ら
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
入
院
生
活
で
は
叶
わ
な

か
っ
た
満
足
感
が
得
ら
れ
る
の
が
、

在
宅
医
療
の
本
質
で
あ
り
真
骨
頂
で

あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
神
経
難
病
の
患
者
で

あ
れ
ば
五
年
十
年
の
お
つ
き
合
い
に

な
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
「
看
取
り
」

を
前
提
に
し
た
在
宅
へ
の
移
行
は
な

じ
ま
ず
、「
障
害
を
抱
え
な
が
ら
の

社
会
復
帰
と
は
何
か
」
を
問
い
な
が

ら
の
在
宅
生
活
に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
、
癌
末
期
の
患
者
で
あ
っ
て
も
、

た
だ
「
死
に
場
所
」
と
し
て
の
在
宅

で
は
な
く
、
最
期
ま
で
そ
の
人
の
人

格
を
尊
重
し
た
「
社
会
復
帰
」
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結

果
と
し
て
「
看
取
り
」
も
あ
り
う
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
看
取
り
」
の
み
を
〝
成

功
報
酬
〞
で
評
価
す
る
か
の
よ
う
な

国
の
政
策
は
、
穿
っ
た
見
方
を
す
れ

ば
、
か
え
っ
て
一
般
社
会
の
在
宅
医

療
へ
の
抵
抗
感
・
不
信
感
を
招
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
く
ら
死

を
美
化
す
る
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
て
も
、
退
院
し
た
途
端
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
え
ば
、
病
院
に
う
ら
み

の
矛
先
が
向
く
だ
け
で
、
一
向
に
早

期
退
院
は
進
ま
な
い
。
退
院
し
た
か

ら
に
は
、
一
旦
は
良
く
し
な
け
れ
ば

「
在
宅
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
と
は

言
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
診
療
報
酬
は
「
社
会
復

帰
」
を
支
え
る
こ
と
に
対
し
て
、
支

払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

寝
た
き
り
患
者
処
置
指
導
管
理
料
を

は
じ
め
と
す
る
在
宅
療
養
指
導
管
理

料
が
、
地
域
連
携
の
中
で
そ
れ
を
担

う
各
々
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
正

当
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

石
川
協
会
が
主
幹
と
な
っ
た
今
回

の
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
同

一
の
在
宅
療
養
指
導
管
理
料
を
複
数

の
医
療
機
関
が
共
同
し
て
管
理
し
た

場
合
の
評
価
と
し
て
、「
在
宅
療
養

共
同
管
理
料
」
を
新
設
す
る
こ
と
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
要
望
書
を
取
り
ま

と
め
た
。
次
回
の
厚
労
省
交
渉
で

は
、「
社
会
復
帰
を
支
え
る
在
宅
医

療
の
姿
」
を
伝
え
て
き
た
い
。

在
宅
医
療
の
本
質
的
使
命
は 

「
看
取
り
」
で
は
な
く
「
社
会
復
帰
」 

在
宅
医
療
の
本
質
的
使
命
は 

「
看
取
り
」
で
は
な
く
「
社
会
復
帰
」 

▲
1
四
飛
△
2
三
玉
▲
3
二
角
△
同
玉

▲
2
二
金
△
3
三
玉
▲
4
五
桂
ま
で
7

手
詰
。 

〈
解
説
〉
初
手
▲
2
二
金
は
△
1
三
玉
▲

3
五
角
△
2
四
桂
以
下
届
き
ま
せ
ん
。

3
手
目
▲
3
二
角
が
う
ま
い
決
め
手
、
△

同
銀
は
▲
2
四
金
ま
で
。 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

30人を超える参加者と共に、歯科診療報酬についての検討が行われた
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第51回保団連北信越ブロック会議 

石川県が主催で、活発な議論を展開 石川が主務地で、活発な議論を展開 
小松秀樹先生の特別講演も 

『月刊保団連』 
特集　社会保障の財源を考える 

○医療危機を招いた財政危機は本当か……… 菊池　英博 

○財政「危機」と社会保障国民会議の動向…… 横山　壽一 

○社会保障は充実させるべし、消費税は上げるべからず 
 ………………………山家悠紀夫 

○社会保障の財源をどこに求める…………… 谷山　治雄 

医療の完全非課税は免税制度＝ゼロ税率の適用で 

 ………………………益子　良一 

裁判員制度ってどんな制度？…………………… 前川　雄司 

歯科技術料の変遷と08年診療報酬改定の評価および今後の課題 
 ……………………………………………………田辺　　隆 

　「社会保障国民会議」は、社会保障財源を消費税増税に求めるなど、
国民に負担を強いる方向だ。医療費抑制を眼目としてすすめられている
構造改革路線を転換しなくてはいけない。そこで、医療費総枠拡大も展
望した社会保障財源のあり方を再確認した。 

論　考 

7月号の読みどころ 

多
方
面
に
わ
た
る
要
請
案
を 

周
到
な
準
備
で
討
議 

多
方
面
に
わ
た
る
要
請
案
を 

周
到
な
準
備
で
討
議 

医科分科会 医科分科会 

理
事
　
三
宅
　
靖
（
金
沢
市
・
内
科
） 

午
前
中
の
講
演
会
に
引
き
続

き
、
午
後
に
開
か
れ
た
医
科
分

科
会
に
は
、
北
信
越
の
各
協

会
・
医
会
か
ら
二
十
五
人
の
参

加
が
あ
り
、
主
管
と
な
っ
た
石

川
協
会
の
西
田
会
長
、
小
川
理

事
が
そ
れ
ぞ
れ
司
会
、
問
題
提

起
を
行
い
、
議
事
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
今
次
改
定
を
受
け
て

外
来
管
理
加
算
の
時
間
要
件
、

後
期
高
齢
者
診
療
料
関
連
の
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
関
し
て
は
、
す
で
に
種
々
の

問
題
点
が
露
呈
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
改
め
て
撤
廃
要
求
を
掲
げ

て
い
く
こ
と
で
意
見
が
一
致
し

ま
し
た
。

次
に
、
在
宅
医
療
点
数
の
改

善
要
求
の
取
り
ま
と
め
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
年
秋
に

も
予
定
さ
れ
て
い
る
厚
労
省
交

渉
を
見
据
え
た
も
の
で
、
医
療

必
要
度
の
高
い
在
宅
患
者
に
対

す
る
頻
回
訪
問
看
護
の
要
件
緩

和
、
在
宅
患
者
に
対
す
る
注
射

に
か
か
わ
る
点
数
の
確
保
、
同

一
患
者
を
複
数
の
医
療
機
関
で

診
療
に
当
た
る
場
合
の
評
価
、

胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
交
換
に
際

し
画
像
診
断
を
必
要
と
す
る
と

い
う
算
定
要
件
の
緩
和
な
ど
の

要
求
に
関
し
、
具
体
的
な
文
言

ま
で
詰
め
る
と
い
っ
た
作
業
ま

で
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。昨

年
の
厚
労
省
交
渉
で
は
、

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
要
求

項
目
が
今
次
改
定
に
あ
る
程
度

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
実
績
も
あ
り
、
今
後
も
成

果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。最

後
に
、
採
血
器
具
の
再
利

用
に
つ
い
て
の
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
島
根
県
の

診
療
所
で
使
用
方
法
の
誤
解
か

ら
針
が
使
い
回
さ
れ
、
肝
炎
の

感
染
が
疑
わ
れ
る
事
態
に
な
っ

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
も
の
で

す
。
同
様
の
採
血
器
具
は
、
針

の
み
な
ら
ず
針
周
囲
の
部
分
も

再
利
用
不
可
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
富
山
県
で
は
そ
れ

を
知
ら
ず
に
針
の
み
を
交
換
し

て
き
た
医
療
機
関
が
、
地
方
紙

一
面
で
い
き
な
り
実
名
を
出
さ

れ
る
な
ど
の
や
や
行
き
過
ぎ
と

も
思
わ
れ
る
報
道
が
あ
っ
た
な

ど
の
報
告
も
あ
り
、
会
場
で
は

驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
今
後
の
安
全
対
策
に
怠
り

の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
当

然
で
す
が
、
現
実
的
に
は
対
応

に
苦
慮
す
る
場
面
も
あ
り
、
今

後
も
議
論
が
不
可
欠
で
す
。

今
回
は
、
議
題
の
内
容
に
つ

い
て
あ
ら
か
じ
め
入
念
に
準
備

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ど

の
議
題
に
関
し
て
も
大
変
に
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
大
い

に
実
り
多
い
会
議
と
な
り
ま
し

た
。

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
午

後
の
歯
科
分
科
会
の
テ
ー
マ

は
、
①
二
〇
〇
八
年
歯
科
診
療

報
酬
改
定
の
評
価
と
問
題
点
②

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
求

め
る
運
動
」
③
医
科
の
「
微
量

採
血
用
穿
刺
器
具
の
取
り
扱
い

問
題
」
④
若
手
歯
科
医
師
の
協

会
活
動
へ
の
参
加
促
進
に
つ
い

て
の
四
点
で
あ
る
。

①
の
「
二
〇
〇
八
年
歯
科
診

療
報
酬
改
定
の
評
価
と
問
題

点
」
で
は
、
私
が
今
改
定
に
対

す
る
問
題
提
起
を
し
た
。
前
回

の
改
定
よ
り
は
文
書
提
供
な
ど

の
点
で
多
少
楽
に
な
り
、
金
属

関
係
の
若
干
の
ア
ッ
プ
で
改
善

さ
れ
た
印
象
は
あ
る
が
、
依
然

と
し
て
解
消
さ
れ
て
い
な
い
歯

科
金
属
材
料
問
題
（
い
わ
ゆ
る

金
パ
ラ
の
逆
ざ
や
問
題
）、
歯

周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）、

在
宅
歯
科
診
療
な
ど
に
関
し
て

の
問
題
点
を
挙
げ
、「
歯
科
往

診
制
度
」
の
復
活
を
求
め
る
提

言
を
し
、
そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
各
県
か
ら
の
意
見

を
集
約
し
要
求
提
案
を
ま
と
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
運
動
」
で
は
、
長

野
・
新
潟
両
県
で
具
体
的
な
運

動
と
し
て
市
町
村
請
願
・
陳
情

を
行
い
、
現
在
の
採
択
状
況
が

示
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

③
「
微
量
採
血
用
穿
刺
器
具

の
取
り
扱
い
問
題
」
で
は
、
今

後
、
歯
科
に
も
こ
の
よ
う
な
問

題
が
波
及
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
当
石
川
協
会
の

小
野
事
務
局
員
か
ら
、「
歯
科

の
院
内
感
染
対
策
に
関
す
る
要

望
案
」
が
検
討
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
日

常
の
臨
床
で
は
避
け
ら
れ
な
い

重
要
な
問
題
点
で
あ
り
、
早
急

の
整
備
を
願
い
た
い
と
感
じ

た
。④

「
若
手
歯
科
医
師
の
協
会

活
動
へ
の
参
加
促
進
に
つ
い

て
」
で
は
、
各
県
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
ど

の
県
も
若
手
歯
科
医
師
の
協
会

参
加
に
関
し
て
は
頭
を
悩
ま
せ

て
お
り
、
各
県
で
対
応
が
急
が

れ
て
い
る
。
中
に
は
「
収
入
面

な
ど
で
参
加
す
る
余
裕
が
無
い

の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
っ
た

現
実
的
な
意
見
も
あ
っ
た
。

今
回
は
、
石
川
が
主
務
地
と

い
う
こ
と
で
、
歯
科
診
療
報
酬

改
定
の
評
価
と
問
題
提
起
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
た
い
へ

ん
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
思

う
。
何
分
に
も
時
間
が
短
く
各

県
か
ら
の
意
見
を
す
べ
て
検
討

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
最
終
的
に
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
要
求
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

最
後
に
、
膨
大
な
資
料
を
準

備
し
て
い
た
だ
い
た
石
川
協
会

の
事
務
局
員
に
お
礼
を
申
し
上

げ
て
参
加
記
の
終
わ
り
と
し
た

い
。

歯
科
診
療
報
酬
改
善
要
求
を 

各
県
の
議
論
を
重
ね
て
集
約 

歯
科
診
療
報
酬
改
善
要
求
を 

各
県
の
議
論
を
重
ね
て
集
約 

歯科分科会 歯科分科会 

歯
科
部
員
　
宮
田
　
英
利
（
金
沢
市
） 

六
月
十
五
日
（
日
）、
新
潟
県
上
越
市
に
あ
る
「
ホ
テ
ル
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
イ
カ
ヤ
」
に
て
、
第
五
十
一
回
保
団
連
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

北
信
越
各
県
（
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
、
長
野
）
医
会
・
協
会
・
保
団
連
の
六
団
体
か
ら
、
五
十
四
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
、
西
田
直
巳
会
長
、
喜
多
徹
・
大
平
政
樹
・
平
田
米
里
各
副
会
長
、
小
川
滋
彦
・
斉
藤
典
才
・
三
宅
靖
各

理
事
、
宮
田
英
利
歯
科
部
員
、
神
田
順
一
事
務
局
長
、
小
野
栄
子
・
橋
爪
真
奈
美
各
事
務
局
員
の
十
一
人
が
出
席
し
た
。

今
回
は
石
川
県
が
主
務
地
で
あ
っ
た
た
め
、
会
議
直
前
ま
で
理
事
な
ら
び
に
事
務
局
員
は
資
料
作
成
な
ど
の
準
備
に
追
わ
れ

た
。午

前
中
は
特
別
講
演
と
し
て
、
虎
の
門
病
院
泌
尿
器
科
部
長
の
小
松
秀
樹
先
生
を
迎
え
「
医
療
関
連
死
『
第
三
次
試
案
』
と

医
療
再
生
へ
の
道
」
と
題
し
、
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

午
後
は
、
医
科
と
歯
科
に
分
か
れ
、
各
科
に
お
け
る
問
題
点
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
執
り
行
わ
れ
た
。

分
科
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
、
各
協
会
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
。

急
速
に
進
む
医
療
崩
壊
の
状
況
を
一
刻
も
早
く
食
い
止
め
、
す
べ
て
の
国
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
政
策

に
転
換
す
る
必
要
性
を
大
い
に
確
認
で
き
た
会
議
と
な
っ
た
。

保団連および北信越各5県から54人が集まって開かれた第51回保団連北信越ブ
ロック会議（6月15日・上越市）
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ブロック会議 
特別講演 

医
療
関
連
死
「
第
三
次
試
案
」
と
医
療
再
生
へ
の
道 

〜
医
療
安
全
調
査
委
員
会
の
設
置
法
案
を
め
ぐ
っ
て
〜 
医
療
関
連
死
「
第
三
次
試
案
」
と
医
療
再
生
へ
の
道 

〜
医
療
安
全
調
査
委
員
会
の
設
置
法
案
を
め
ぐ
っ
て
〜 

虎
の
門
病
院
泌
尿
器
科
部
長
　
小
松
　
秀
樹
先
生 

講
師 

ブロック会議 
特別講演 

ブロック会議 
特別講演 

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
特
別
講
演
に

は
、
虎
の
門
病
院
の
小
松
秀
樹

先
生
を
お
迎
え
し
、
表
記
講
演

を
拝
聴
し
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
病
院
勤

務
医
を
「
逃
散
」
に
追
い
込
ん

で
い
る
一
つ
の
原
因
が
、「
医

療
に
関
連
し
た
事
故
、
過
誤
、

そ
れ
に
続
く
訴
訟
、
逮
捕
」
で

あ
る
。

厚
労
省
は
四
月
に
第
三
次
試

案
を
発
表
し
、
日
本
外
科
学
会

は
賛
成
の
立
場
を
表
明
し
た

し
、
各
論
的
に
反
対
と
し
な
が

ら
も
、
総
論
的
に
賛
成
と
す
る

団
体
も
散
見
さ
れ
る
。

一
方
、
小
松
先
生
は
、
こ
の

第
三
次
試
案
に
強
く
反
対
の
立

場
を
主
張
し
た
。

先
生
が
挙
げ
た
第
三
次
試
案

に
対
す
る
懸
念
と
は
、
①
調
査

委
員
会
で
の
報
告
書
が
、
警
察

や
検
察
で
用
い
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
②
調
査
委
員
会
は

処
罰
を
前
提
と
し
な
い
、
純
粋

な
科
学
的
調
査
と
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
③
調
査
委
員
会
に
患
者

側
弁
護
士
が
、
委
員
と
し
て
入

り
込
む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
④

届
け
出
義
務
に
つ
い
て
は
、
極

め
て
広
い
範
囲
の
事
故
の
届
け

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
⑤
厚
労
省
の
権
限
を
さ
ら
に

大
き
く
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
こ
と
⑥
医
療
者
側
と
患
者

側
と
の
間
で
、
医
療
の
不
確
実

性
に
対
す
る
認
識
に
大
き
な
隔

性急な法案成立は危険 
理事　斉藤　典才（金沢市・外科） 

講演を 
　聞いて 

た
り
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ

る
。こ

れ
に
対
し
て
彼
の
提
案

は
、
①
医
療
者
と
患
者
側
の
軋

轢
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
、
地

方
ご
と
に
「
対
話
自
律
型
Ａ
Ｄ

Ｒ
」
を
設
置
し
つ
つ
、
医
療
の

限
界
に
つ
い
て
広
く
認
識
を
高

め
る
こ
と
②
患
者
側
の
納
得
を

得
る
た
め
に
は
事
故
調
査
は
必

要
だ
が
、
事
故
調
査
の
過
程
が

患
者
・
家
族
の
納
得
の
閾
値
を

高
め
る
可
能
性
が
高
く
、
高
く

な
っ
た
閾
値
に
は
無
過
失
保
障

制
度
し
か
な
く
、
こ
れ
に
は
診

療
報
酬
を
引
き
上
げ
る
し
か
な

い
③
医
療
者
自
身
に
よ
る
自
律

的
処
分
制
度
を
行
い
、
医
療
の

質
の
保
障
を
す
る
こ
と
、
を
あ

げ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
第
三
次
試
案

に
関
し
て
は
結
論
を
急
ぐ
こ
と

な
く
、
医
療
者
側
と
患
者
側
が

双
方
の
立
場
を
理
解
し
つ
つ
、

多
段
階
で
時
間
を
か
け
て
解
決

し
て
い
く
べ
き
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
後
こ
の
荒
廃
し

た
医
療
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に

は
、
①
医
療
へ
の
支
出
を
増
や

す
必
要
が
あ
り
、
増
税
は
や
む

を
得
え
な
い
。
企
業
へ
の
課
税

強
化
は
、
産
業
と
職
を
国
外
へ

追
い
や
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
避
け

ら
れ
な
い
②
厚
労
省
の
抜
本
的

改
革
を
す
べ
き
。
た
と
え
ば
医

系
技
官
の
大
半
は
、
実
質
的
に

医
師
と
し
て
の
経
験
が
な
い
の

で
、
三
年
を
超
え
て
官
庁
に
と

ど
め
ず
、
現
場
と
行
き
来
さ
せ

る
。
ま
た
、
医
療
の
現
場
か
ら

厚
労
省
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
、

た
と
え
ば
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

の
よ
う
な
制
度
を
設
け
る
。
日

本
の
医
療
の
現
状
は
国
家
的
危

機
で
あ
り
、
厚
労
省
の
み
で
対

応
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
な
く
、
医
療
政
策
の
大
方
針

を
、
官
の
限
界
と
し
が
ら
み
か

ら
自
由
な
専
門
家
が
提
案
す
る

よ
う
な
や
り
方
を
考
え
る
べ
き

で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

今
回
、
小
松
先
生
の
講
演
を

聴
い
て
、
消
費
税
の
増
税
に
は

反
対
で
あ
る
が
、
こ
の
第
三
次

試
案
に
対
す
る
考
え
方
に
は
共

感
を
覚
え
た
。
医
療
者
側
と
患

者
と
の
間
に
、
も
と
も
と
「
医

療
の
不
確
実
性
」
に
つ
い
て
大

き
な
食
い
違
い
が
あ
る
現
在
、

性
急
な
決
定
↓
法
案
成
立
は
危

険
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、

国
民
に
こ
の
「
医
療
の
不
確
実

性
」
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

は
、
相
当
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
講
演
内
容
は
、
第
三

次
試
案
の
発
表
を
受
け
、
四
月

十
一
日
に
自
ら
作
ら
れ
た
詳
細

な
レ
ジ
ュ
メ
を
も
と
に
話
を
さ

れ
た
。
こ
の
レ
ジ
ュ
メ
は
協
会

に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
興
味
の

あ
る
方
は
当
協
会
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
と
も
読
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

生活設計をサポート！ 

保険医年金のおすすめ保険医年金のおすすめ保険医年金のおすすめ
2008年度の加入・増口の受付が9月1日から始まります

お問い合わせは、石川県保険医協会まで  Tel： 076-222-5373　Fax：076-231-5156 
 
 ※ 普及期間中には、三井生命、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いしますので、ご面談くださいますようお願いします。 
※ ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細については今後送付するパンフレット等をご確認ください。 

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。 
 
■お申込み期間：9月1日から10月25日まで 
■ご 加 入 日：2009年1月1日 
■予 定 利 率：1．256％（2008年4月1日現在の予定利率で、将来変動することがあります） 
■加 入 資 格：新規は満74歳、増口は79歳までの石川県保険医協会の会員で、健康で正常に 
　　　　　　　　就業している方。 
　　　　　　　　※保険医年金の満期は満80歳の誕生日直後の9月1日です。 

 自在性が魅力です！ 
○急な出費にも1口単位で解約できます 
○払込が困難な時には掛金中断も可能です 
○年金受給時には 
　q10年定額、w15年定額、 
　e15年逓増、r20年逓増年金から選択、 
　または一括受取 
○万一の時にはご遺族に全額給付 

   ご　加　入　例 
40歳で月払10口（10万円）加入 
70歳から10年定額で受給した場合 
受給額：月々約  37万円 
　　　　年間約442万円 
 

　保険医年金は、国の公的年金制度が不十分な
ためにつくられた医師・歯科医師を対象とする
積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。
1968年発足以来40年の実績があり、現在では
加入者約6万人、積立金額1兆1千億円を超え、
わが国有数のスケールに発展しています。 
　この制度では年金制度でもっとも大事な点で
ある加入者の年金給付を守ることを重視し、こ
れまでに年金受給者の年金額をカットしたこと
は一度もありません。 

月　払
１口１万円 （３０口まで）
一時払

１口５０万円 1回につき ４０口まで 
（　　　　） 



石 川 保 険 医 新 聞 2008年7月15日（毎月15日発行）（6）第435号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）石 川 保 険 医 新 聞（7）2008年7月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第435号

第51回保団連北信越ブロック会議で決定した2要請と1決議 第51回保団連北信越ブロック会議で決定した2要請と1決議 第51回保団連北信越ブロック会議で決定した2要請と1決議 
厚生労働大臣　　舛添　要一 殿

外来管理加算の算定要件変更の撤回と後期高齢者診
療料を含む医学管理料の算定ルールに関する要請書

　今次改定で再診料の外来管理加算に「概ね 5分以上の診察」の時間要件

が導入されたことにつき、北信越各県保険医団体では診療所会員（2,382 人）

を対象に 3月診療分と 4月診療分の影響調査を行った。有効回答数は 433

人（回収率 18.2％）である（調査集計を参照）。

　調査結果はすべての診療科で外来管理加算の算定率が大幅にダウンして

いる。算定率が減ったことによる一医療機関あたりの平均減収月額は、小

児科（△ 140,942 円）を筆頭に皮膚科（△ 122,786 円）、泌尿器科（△

113,016 円）、内科（△ 107,434 円）である。厚労省は外来管理加算の見直し

で年額 240 億円を捻出すると中医協に報告しているが、この北信越の調査

結果を全国に当てはめると、内科診療所（63,286 件）だけで 816 億円、す

べての診療所（97,442 件）では 1,135 億円の大幅減収となる。

　このように外来管理加算の算定要件変更の導入をこのまま放置すると、

基本診療料の厳しい算定制限であることから、診療所の経営に多大な影響

を及ぼし、地域医療の崩壊を加速させることになる。また、患者の病態の

個別性を無視した時間要件の導入は、医療費抑制のみをめざす算定制限で

あり断じて容認できない。

　また本年 4月に新設された後期高齢者診療料を含む医学管理料の算定ル

ールをめぐって、医療現場に大きな混乱が生じている。 事の発端は、厚労省

の原徳壽医療課長が業界紙のインタビューに答えて「『医学的に主病は 1つ』

に決まるものであり、これは診療報酬上での以前からのルール」「後期高齢

者診療料が医学管理料の 1つである以上、主病を診療する 1医療機関が算

定するという診療報酬上のルールは、ほかの医学管理料と同様に適用され

る」（メディファックス 08 年 4 月 7 日付）と強調したことである。

　さらに今次改定で医学管理料の算定要件の中で「自院・他院を問わず、同

一月に算定できない」との規定を訂正通知で削除したにもかかわらず、原課

長は「特定疾患療養管理料をある医療機関が取れば、他の医療機関は他の管

理料も含めて取れないというルールがある。『いままで取れていた』という

のは誤解だ」（日本医事新報 08年 5月 31 日号）など繰り返し発言している。

　このように厚労省幹部自らが告示・通知の根拠もなく、「1患者、1主病」

など、誰もが決めることができないこと。複数疾患を有することがしばし

ばあり、専門科毎に医療が現物給付されるというわが国の医療実態とかけ

離れた医学管理料の不当な算定ルールを保険医療機関に押し付けることは

到底容認できない。

　私たち保険医団体は、貴職に対し下記の事項を強く要請するものである。

記

一、 外来管理加算への算定要件の変更を直ちに撤回し、改定前の算定要件に

戻すこと。　

二、 医学管理料の算定にあたり「1患者、1主病、1医療機関に限る」とす

る厚労省の対応を改めること。

2008 年 6 月 15 日

第 51 回全国保険医団体連合会北信越ブロック会議
新潟県保険医会
富山県保険医協会
石川県保険医協会
　福井県保険医協会
長野県保険医協会

内閣総理大臣　福田　康夫 殿

社会保障費の自然増を毎年 2,200 億円抑制する方針の
転換を求める要請書

　6月 3日、財務相の諮問機関である財政制度等審議会は、「2009 年度予算編成の

基本的考え方」をまとめ、額賀財務相に提出した。建議では、2011 年度までの社

会保障費 1.1 兆円抑制目標を達成するため、09 年度予算でも給付の合理化・効率

化に引き続き取り組む方針を示している。また、翌 4日、福田康夫首相は社会保

障費の自然増を毎年 2,200 億円抑制する方針について、「財政規律を守る象徴的な

表現だ」と述べ、骨太の方針を堅持する意向を明らかにした。

　今年 4月に導入された後期高齢者医療制度をはじめ、今次診療報酬の改定は、

国民の適切な医療を確保するものにはなっていない。

　医師不足は一層深刻化しており、救急医療体制の弱体化や産科・小児科を中心

として各地で「医療崩壊」がすすんでいる。

　医師・看護師等の養成問題、労働環境の改善、医療安全体制の確保の検討は緊

急な課題であり、診療報酬の引き上げ無しにもはや「医療崩壊」は避けられない。

　昨今では社会保障費 2,200 億円の抑制策には自民党の厚生労働部会と社会保障制

度調査会が撤回を求めており、政府の社会保障国民会議の中間報告案でも方針転

換を求めている。

　私たち保険医団体は、国民の誰もが安心して医療が受けられるようにするため、

福田内閣が下記事項の実現に尽力されるよう強く要請する。

記

一、「骨太方針 2008」に社会保障費の自然増 2,200 億円の削減を盛り込まないこと

二、「医療関連予算」を拡充し、医療崩壊を食い止める政策に転換すること

2008 年 6 月 15 日

　第 51 回全国保険医団体連合会北信越ブロック会議

新潟県保険医会

　富山県保険医協会

　石川県保険医協会

　福井県保険医協会

　長野県保険医協会

内閣総理大臣　福田　康夫 殿

厚生労働大臣　舛添　要一 殿

後期高齢者医療制度の制度設計の見直しを求める決議

　本年４月より実施された後期高齢者医療制度をめぐっては、保険証が届かない、

保険料が年金から天引きされ、これまでより負担増になったといった制度導入時

の混乱や負担増に止まらず、75 歳という年齢で国民を差別する医療制度自体に対

する強い批判がある。また、75 歳以上の診療報酬を別建てにしたことにより、急

激な変更はしないまでも、将来、医療内容に制限を加えるしくみを導入したこと

は医療担当者として問題であると言わざるを得ない。

　この度、政府は保険料の負担軽減を柱とする見直し内容を発表したが、75 歳で

線引きされ「後期高齢者」として区分された方々が感じた疎外感、独立型とした

医療制度そのものの問題点など根本的な問題についてはそのままであり、到底国

民、高齢者が納得できるものになっていない。

　制度の根幹部分が多くの国民、高齢者から受け入れられていない以上、制度の

抜本的改善を図り、再構築するための国民的議論を行うことが求められている。

　よってわれわれ保険医団体は、高齢者が安心し納得できる医療制度にするため

に、以下の事項の実現を強く要望する。

記

一、75 歳以上を線引きするという制度の根幹部分に踏み込んだ抜本的改善をはか

るため、制度を一旦廃止し、安心できる高齢者医療制度となるよう制度設計

の見直しを行うこと。

2008 年 6 月 15 日

第 51 回全国保険医団体連合会北信越ブロック会議

新潟県保険医会

富山県保険医協会

石川県保険医協会

福井県保険医協会

長野県保険医協会
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『保険審査通信』
納得のいかない返戻、査定は 

でお知らせください。 

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛失した場合や追加が必要
な場合は、保険医協会までご請求下さい。 

FAX  ０７６（２３１）５１５６　E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があった場合に会員医療
機関からお知らせいただき、保険医協会が『石川保険医新聞』を通してコメ
ントを掲載しています。
会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得できない返戻・査定
の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送りください。



石 川 保 険 医 新 聞 2008年7月15日（毎月15日発行）（6）第435号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）石 川 保 険 医 新 聞（7）2008年7月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第435号

●13:30～ 市民公開講演　 
 「平和な世界をめざして─市民ができること」
 ○堤  未果（著作家・ジャーナリスト） 

11月22日 土 

梅林  宏道（NPO法人ピースデポ特別顧問） 鎌仲  ひとみ（映像作家）
西本  多美子（石川県原爆被災者友の会事務局長） 金森  俊朗（いしかわ県民教育文化センター所長）

●15:30～ 特別講演 
 「医師として原爆症認定集団訴訟を支援してきて」
 ○郷地  秀夫（核戦争を防止する兵庫県医師の会　運営委員）

●10:00～ 市民公開シンポジウム

 「核兵器廃絶をめざして─私たちができること」

11月23日 日 

●17:00～ 全体会 
活動交流のため展示コーナーを設けます。 

●参加費
　□医師・歯科医師・医学者＝ 5,000 円　□医療関係者＝ 2,000 円　□医学生＝ 1,000 円 
　□一般の方＝ 堤未果講演会のみ 500 円 特別講演・市民公開シンポジウムは無料。 

参加申し込み・お問い合わせは、核戦争を防止する石川医師の会（石川県保険医協会内）まで

TEL：076-222-5373　FAX：076-231-5156

＜第214例＞
重症糖尿病患者にインスリン強化療法を行い、簡易血
糖測定器による血糖測定が過剰として減点された事例

（1例目）
１．保険者　　　国民健康保険・金沢市

２．年　齢　　　62 歳　男性

３．診療月　　　平成 20 年２月、３月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成 20 年３月、４月

５．病名・診療開始月

（１）糖尿病 平成20年２月４日

（２）アルコール性肝炎 平成20年２月４日

（３）狭心症 平成20年２月５日

（４）脳梗塞に伴う血栓の抑制 平成20年２月６日

（５）不眠症 平成20年２月６日

（６）高血圧症 平成20年２月22日

（７）肩こり 平成20年２月22日

（８）感冒 平成20年３月９日

６．該当月の診療実日数：26 日

（2例目）
１．保険者　　　国民健康保険・野々市町

２．年　齢　　　74 歳　男性

３．診療月　　　平成 20 年 3 月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成 20 年 4 月

５．病名・診療開始月

（１）高血圧症 平成９年11月18日

（２）慢性胃炎 平成11年12月１日

（３）脳梗塞に伴う血栓の抑制 平成12年４月７日

（４）不眠症 平成13年１月９日

（５）便秘症 平成14年９月13日

（６）前立腺肥大症に伴う排尿障害 平成15年３月10日

（７）気管支喘息 平成15年５月６日

（８）腹部膨満 平成17年２月14日

（９）糖尿病増悪 平成20年３月８日

（10）低カリウム血栓 平成20年３月８日

（11）頚腕症候群 平成20年３月19日

（12）胃潰瘍 平成20年３月25日

６．該当月の診療実日数：24 日

＜主治医の意見＞
強化インスリン治療開始間もなくＢＳが不安定なため、毎食前、就寝前、

ＢＳ測定が必要であり、実施したが、過剰として査定された。

＜保険医協会のコメント＞
今回は２例のご相談をいただきました。いずれも重症糖尿病患者に対す

るインスリン強化療法を行った際に簡易血糖測定器による血糖測定回数が

過剰として査定されたものです。では個々の例につき詳細をみたいと思い

ます。

１例目は 62 歳男性で本年２月、３月分の国保レセプトです。糖尿病の

病名開始日が初診日の２月４日で２月の診療実日数が 26 日ですから初診

即入院ということになります。この間の２月の血糖測定 102 回を請求した

ところこちらが 78 回に査定されているものです。また３月は診療実日数

が 29 日ですから３月 29 日の退院です。こちらは 104 回の血糖測定が 91

回に査定されています。診療実日数から勘案します１日３回の血糖測定を

26 日行うと 78 回で 29 日行うと 87 回ですからいずれの月でも審査側の意

図は「血糖測定は１日３回程度までしか認めない」と読むことができます。

これに対し診療側はかなりの日数で４回の血糖測定を行ってその分を請求

したということになります。すなわち今回は繰り返して１日４回の血糖測

定することが妥当かどうかということに論点が絞られることになります。

本例では３月のレセプトのコメントには「１日４回のインスリン注射が

必要、血糖値の変動があるため１日４回血糖値を測定した」と明記されて

います。初診時の血糖も相当高く低血糖を未然に防ぎながら早急に糖毒性

を解除する必要があったと推測されます。１日４回のインスリン投与が必

要であり、その都度血糖測定を行ってインスリン量を決定していたとすれ

ば１日４回の血糖測定を行なうことは本例では妥当というよりむしろ不可

欠であったと考えます。これを査定するというのは理解に苦しむところで

す。血糖の頻回測定の医学的必要性を改めて付記したうえで再審査請求を

行うべきです。

２例目は 74 歳男性で本年３月分の国保レセプトです。１例目と同様に

１日４回血糖測定が必要な旨を注記してあります。診療実日数 24 日で３

月８日に糖尿病増悪という病名がついており、この日入院となり３月末日

現在入院中と思われます。こちらは血糖測定 92 回を 90 回に査定してあり

ます。２回分査定の根拠が不明ですが、１日４回ということなら 24 日間

で 92 回の血糖測定は充分ありうることなのでこちらも１例目と同じ扱い

でよいと考えます。

『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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会員デビュー講演 
・シンポジウム　 1

第16回 

開
業
し
て
三
年
を
振
り
返
っ
て 

テーマ 癌
の
早
期
発
見
と
、 

か
か
り
つ
け
医
を
理
念
と
し
て 
癌
の
早
期
発
見
と
、 

か
か
り
つ
け
医
を
理
念
と
し
て 

い
よ
べ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
伊
與
部
尊
和（
金
沢
市
・
外
科
） 

と　き

なんでも学術! なんでも回答? 
よろず勉強会 
なんでも学術! なんでも回答? 
よろず勉強会 

メインテーマ サブテーマ在宅医療の保険請求
2008年7月24日（木）午後7時半～9時 ところ 金沢都ホテル5階会議室（ＪＲ金沢駅東口正面）

●対　象／会員に限らせていただきます。（定員は先着３０人とさせていただきます） 
●申込み／7月17日までにお申し込みください。 

主催 ： 石川県保険医協会  電話：076（222）5373／FAX：076（231）5156 

・特定健診業務　・リース

第2回 

主　催 ： 第19回医師・医学者のつどい市民企画実行委員会
問合せ ： 核戦争を防止する石川医師の会
　　　　http://ippnw-ishikawa.jp/ 
　　　　TEL 076-222-5373　FAX 076-231-5156

─平和な世界をめざして市民ができること─ 

 11月22日（土）
 午後1時半～3時半 

 石川県立生涯学習センター（旧県庁） 
 3階 大会議室（TEL 076－223－9571） 

第19回核戦争に反対し、
核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどい
（11月22・23日 於 石川県立生涯学習センター）合同企画 

堤 未果さん 

と　き

講演会 講演会 

ところ

参加費

500円

二
〇
〇
五
年
四
月
に
開
業
し

て
、
三
年
少
し
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
安

定
で
、
思
い
出
に
浸
る
よ
う
な

余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回

の
執
筆
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
を

少
し
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

開
業
を
思
い
立
っ
た
の
は
、

開
院
の
約
一
年
ほ
ど
前
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
開
業
医
苦
難
の

時
代
に
新
規
開
業
な
ど
無
茶
な

こ
と
は
止
め
た
ほ
う
が
い
い

と
、
親
し
い
人
に
は
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
制
止
を
振
り
切
り
、

突
き
進
み
ま
し
た
。

開
業
準
備
に
追
わ
れ
て
い
た

七
月
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
の
開
業
地
に
咲
い
て

い
た
ひ
ま
わ
り
の
花
を
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
し
よ

う
と
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

そ
の
と
き
の
自
分
の
開
業
に
か

け
る
決
意
を
忘
れ
な
い
た
め

と
、
自
分
が
開
業
す
る
こ
と
で

来
夏
か
ら
こ
の
地
で
育
た
な
く

な
る
ひ
ま
わ
り
へ
の
思
い
か

ら
、
そ
う
決
め
ま
し
た
。
そ
の

時
、
家
内
が
う
ま
く
ス
ケ
ッ
チ

し
た
ひ
ま
わ
り
の
花
の
絵
が
、

当
院
の
今
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

自
院
の
診
療
理
念
の
一
つ

に
、
癌
の
早
期
発
見
を
掲
げ
ま

し
た
。
私
は
金
沢
大
学
第
二
外

科
の
出
身
で
、
消
化
器
外
科
が

一
番
の
専
門
分
野
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
金
沢
社
会
保
険
病

院
在
職
中
に
は
、
癌
研
乳
腺
外

科
で
研
修
す
る
機
会
を
与
え
て

頂
き
、
乳
が
ん
に
関
す
る
知
識

も
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
開
業
後
は
、

消
化
器
癌
と
乳
癌
の
両
方
の
早

期
発
見
に
力
を
入
れ
よ
う
と
決

め
ま
し
た
。

乳
癌
の
早
期
発
見
に
は
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
、
そ
れ
を
操

作
で
き
る
技
師
さ
ん
が
必
要
で

す
。
た
ま
た
ま
、
自
分
が
開
業

す
る
二
年
前
に
、
出
産
で
病
院

を
退
職
さ
れ
た
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
イ
精
中
委
の
認
定
資
格
の
あ

る
女
性
の
技
師
さ
ん
に
、
開
業

当
初
か
ら
来
て
も
ら
え
た
こ
と

は
、
大
変
な
幸
運
で
し
た
。

乳
癌
の
超
音
波
診
断
も
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
並
ん
で
大
変

重
要
で
す
。
昨
年
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
利
用
し
て
、

仙
台
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｔ

（
日
本
乳
腺
甲
状
腺
疾
患
超
音

波
学
会
）
主
催
の
講
習
会
に
二

回
目
の
順
番
待
ち
で
、
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
に
な

る
と
い
う
の
も
、
診
療
理
念

の
、
も
う
一
つ
の
柱
で
す
。
そ

れ
に
は
、
専
門
分
野
以
外
に
、

幅
広
い
分
野
の
知
識
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は
、
開
業

ま
で
に
勤
め
た
す
べ
て
の
関
連

病
院
で
の
経
験
が
、
礎
に
な
っ

て
く
る
思
い
ま
す
。
中
で
も
、

新
村
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
五

年
間
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
患
者

さ
ん
へ
の
対
応
の
仕
方
も
含

め
、
現
在
の
自
分
の
診
療
ス
タ

イ
ル
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
経
営
的
に
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ

う
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
開
業
当
初
は
、
来

院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
数
が
少

な
く
、
こ
れ
で
生
計
が
成
り
立

つ
の
か
と
不
安
に
な
る
日
々
が

続
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う

ち
に
、
す
こ
や
か
検
診
が
は
じ

ま
り
、
開
業
当
初
か
ら
通
っ
て

下
さ
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
、

ご
自
分
の
家
族
や
友
達
を
連
れ

て
検
診
に
来
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
お
か
け
で
、
患
者
さ

ん
の
数
も
日
ご
と
に
増
え
、
何

と
か
生
計
を
立
て
て
い
け
る
自

信
み
た
い
な
も
の
が
出
て
き

て
、
少
し
ず
つ
診
療
に
も
余
裕

が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。最

近
で
は
、
雑
務
が
増
え
、

少
し
疲
労
が
た
ま
る
日
々
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
な
り
に
楽
し

ん
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
、
職

員
、
そ
し
て
家
内
へ
の
感
謝
の

念
を
忘
れ
ず
、
診
療
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

開業医苦難の時代に、あえて開業に踏み切っての３年間について話題提供

講師の伊與部尊和会員
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第
二
次
大
戦
後
、
マ
イ
ケ

ル
・
パ
ウ
エ
ル
と
エ
メ
リ
ッ

ク
・
ブ
レ
ス
バ
ー
ガ
ー
が
連

発
し
た
幻
想
的
な
映
画
の
最

高
峰
！
総
天
然
色
と
言
わ
れ

た
き
れ
い
な
カ
ラ
ー
撮
影

と
、
バ
レ
ー
ダ
ン
ス
を
映
像

と
し
て
見
事
に
捉
え
、
す
ば

ら
し
い
音
楽
と
あ
い
ま
っ

て
、
そ
の
映
画
芸
術
的
表
現

と
し
て
は
、
こ
れ
を
超
え
る

作
品
を
ぼ
く
は
知
ら
な
い
。

物
語
で
の
ボ
ス
は
、
レ
ル

モ
ン
ト
フ
・
バ
レ
ー
団
の
団

長
ボ
リ
ス
・
レ
ル
モ
ン
ト
フ

（
ア
ン
ト
ン
・
ウ
ォ
ル
ブ
ル

ッ
ク
）
で
、
芸
の
完
成
度
を

追
い
求
め
る
冷
徹
な
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
だ
っ
た
。
ボ
リ
ス

は
ロ
ン
ド
ン
で
公
演
中
に
二

人
の
新
人
を
発
見
し
て
、
一

座
に
契
約
し
た
。
青
年
作
曲

家
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ク
ラ
ス

タ
ー
（
マ
リ
ウ
ス
・
ゴ
ー
リ

ン
グ
）
と
社
交
界
の
令
嬢
で

バ
レ
ー
ダ
ン
サ
ー
の
ヴ
ィ
ッ

キ
ー
・
ペ
イ
ジ
（
モ
イ
ラ
・

シ
ア
ラ
ー
）
だ
っ
た
。
二
人

は
一
座
と
と
も
に
パ
リ
に
移

り
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
楽
長
の

助
手
と
し
て
働
き
、
ヴ
ィ
ッ

キ
ー
は
群
舞
の
ダ
ン
サ
ー
と

し
て
踊
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
パ
リ
で

プ
リ
マ
の
ボ
ロ
ン
ス
カ
ヤ
が

結
婚
す
る
と
発
表
す
る
と
、

ボ
リ
ス
は
結
婚
す
る
な
ら
辞

め
ろ
と
ボ
ロ
ン
ス
カ
ヤ
を
首

に
す
る
。
そ
し
て
、
次
の
公

演
の
演
目
で
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
童
話
を
も
と
に
し
た
「
赤

い
靴
」
の
プ
リ
マ
に
、
ヴ
ィ

ッ
キ
ー
を
指
名
し
た
。
音
楽

は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
委
嘱
さ

れ
た
。

一
座
は
、
火
の
出
る
よ
う

な
稽
古
を
し
た
。「
赤
い
靴
」

は
大
成
功
を
収
め
た
が
、
ク

ラ
ス
タ
ー
と
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
の

恋
は
深
ま
っ
た
。
そ
れ
を
、

ボ
リ
ス
は
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
も
、
次
々
と
ヒ
ッ
ト

作
を
踊
る
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
。
ク

ラ
ス
タ
ー
も
、
作
曲
家
と
し

て
名
声
を
高
め
る
。
彼
ら
の

恋
を
知
っ
た
ボ
リ
ス
は
憤
慨

し
、
ま
ず
ク
ラ
ス
タ
ー
の
首

を
切
る
。
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
は
、

自
分
の
も
と
で
大
バ
レ
リ
ー

ナ
に
育
つ
と
信
じ
た
ボ
リ
ス

は
裏
切
ら
れ
、
彼
女
は
ク
ラ

ス
タ
ー
の
も
と
に
走
っ
た
。

ボ
リ
ス
は
落
胆
し
、
ボ
ロ
ン

ス
カ
ヤ
を
一
座
に
迎
え
る

が
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
公
演
中

に
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
の
叔
母
に
会

い
、
再
び
彼
女
を
迎
え
る
こ

と
に
し
た
。

ま
た
「
赤
い
靴
」
を
踊
る

こ
と
に
な
っ
た
ヴ
ィ
ッ
キ
ー

は
、
ボ
リ
ス
と
ク
ラ
ス
タ
ー

の
板
ば
さ
み
に
と
な
り
、
開

演
の
日
に
舞
台
か
ら
走
り
出

て
、
テ
ラ
ス
の
下
の
線
路
に

走
っ
て
来
た
汽
車
に
身
を
投

げ
た
の
だ
っ
た
！！

ま
ず
、
こ
の
プ
リ
マ
を
演

じ
た
モ
イ
ラ
・
シ
ア
ラ
ー
の

清
楚
さ
に
感
動
し
た
。
彼
女

自
身
が
、
バ
レ
ー
ダ
ン
ス
と

い
う
舞
台
で
は
連
続
し
た
動

き
を
要
求
さ
れ
る
は
ず
の
と

こ
ろ
、
映
画
で
は
場
面
場
面

で
区
切
ら
れ
て
い
く
と
い
う

厳
し
い
要
求
に
耐
え
た
姿
が

す
ご
い
。
そ
し
て
映
画
の
現

場
で
の
困
難
さ
と
と
も

に
、
二
人
の
男
性
に
愛
さ
れ

た
自
分
と
い
う
脚
本
上
の
二

つ
の
難
し
さ
を
美
し
く
踊
り

切
っ
て
昇
天
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
、

さ
ら
に
心
打
た
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
っ
た
！！

ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ー
デ
ィ
フ

の
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
に
、脱
帽
！！！

おすすめの1本 おすすめの1本 その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

４０ 

大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
） 

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

３１

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の
9

逆
縁
重
な
り

「
逆
縁
」
に
は
い
ろ
い
ろ
な

意
味
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
広

辞
苑
に
よ
れ
ば
そ
の
一
つ
は

「
年
長
者
が
年
少
者
の
供
養
を

な
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

骨
粗
鬆
症
で
多
発
性
の
胸
腰

椎
圧
迫
骨
折
が
あ
り
背
部
痛
が

ひ
ど
い
上
田
桐
子
さ
ん
（
仮

名
）
は
、
物
理
療
法
や
整
形
外

科
に
行
く
と
余
計
に
痛
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
訪
問
診
察
に

な
り
ま
し
た
。
十
年
前
の
立
位

側
面
の
写
真
を
見
る
と
、
背
筋

が
伸
び
モ
ダ
ー
ン
な
感
じ
の
方

で
し
た
が
、
訪
問
診
察
に
行
く

こ
ろ
は
、
す
っ
か
り
円
背
に
な

っ
て
し
ま
い
、
背
丈
も
か
な
り

縮
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

玄
関
を
開
け
、「
こ
ん
に
ち

は
」
と
大
声
で
呼
び
か
け
な
が

ら
部
屋
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

上
田
さ
ん
は
、
い
つ
も
籐
い
す

に
座
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
近

く
の
本
棚
の
上
に
は
、
息
子
さ

ん
二
人
の
写
真
が
あ
り
、
写
真

の
前
に
は
お
菓
子
な
ど
が
添
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
訪
問
診
察

に
行
き
、
診
察
や
ら
カ
ル
シ
ト

ニ
ン
の
注
射
が
終
わ
り
、
病
状

な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
る

と
、
上
田
さ
ん
は
い
き
な
り
、

涙
ぐ
ま
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。
次
男
さ
ん
が
五
十
歳

弱
で
胃
癌
で
な
く
な
り
、
長
男

さ
ん
が
六
十
歳
代
で
肺
癌
で
な

く
な
り
、「
逆
縁
が
一
人
と
い

う
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
う
ち
は

二
人
ま
で
」
と
話
さ
れ
な
が
ら

涙
さ
れ
ま
す
。
確
か
に
、
息
子

さ
ん
が
二
人
と
も
中
年
に
な
っ

て
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

滅
多
に
な
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
故
、
な
お
さ
ら
ど

う
言
っ
て
い
い
の
か
、
い
い
言

葉
が
思
い
浮
か
ば
な
く
う
な
づ

き
は
す
る
も
の
の
、
黙
っ
て
聞

く
ば
か
り
で
す
。

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、

「
ま
た
来
ま
す
」
と
い
い
な
が

ら
帰
り
ま
す
。
息
子
さ
ん
た
ち

が
亡
く
な
っ
て
随
分
時
間
が
た

っ
て
い
ま
す
が
、
グ
リ
ー
フ
は

続
い
て
い
ま
す
。
時
間
が
癒
し

て
く
れ
る
と
い
う
言
葉
は
、
安

易
す
ぎ
て
言
え
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
同
居
し
て
い
た
夫
が
亡
く

な
り
、
ま
っ
た
く
の
一
人
暮
ら

し
に
な
っ
た
後
は
、
涙
さ
れ
る

こ
と
が
一
段
と
多
く
な
り
ま
し

た
。訪

問
診
察
に
行
き
、
社
会
情

勢
な
ど
も
含
め
て
冗
談
を
言
い

な
が
ら
話
を
し
て
、
上
田
さ
ん

が
笑
顔
に
な
っ
て
い
て
も
、
最

後
に
は
涙
ぐ
ま
れ
ま
す
。
天
気

の
い
い
と
き
に
、
手
を
引
い
て

近
所
ま
で
散
歩
に
行
っ
た
と
き

は
、
一
時
、
悲
し
み
を
忘
れ
た

よ
う
に
も
見
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
が
、
そ
れ
以
外
の
時

は
、
訪
問
診
察
の
た
び
に
、
じ

っ
と
話
を
聞
く
ば
か
り
で
す
。

閉
じ
こ
も
り
で
徐
々
に
足
腰
が

弱
く
な
り
、
本
人
も
自
覚
し
て

い
る
の
で
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
も
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
体
が
ひ
ど
い
か
ら
も
う

い
い
と
言
っ
て
、
す
ぐ
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
は
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
を
と
も

考
え
ま
し
た
が
、
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
の
高
い
人
で
、
通
常
の

通
所
系
サ
ー
ビ
ス
は
本
人
も
い

や
が
り
、
閉
じ
こ
も
り
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

上
田
さ
ん
は
、
頸
部
の
帯
状

疱
疹
を
患
い
、
そ
の
後
、
残
念

な
こ
と
に
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛

と
な
り
、
食
欲
も
落
ち
て
し
ま

い
入
院
に
な
り
ま
し
た
。
長

年
、
逆
縁
の
悲
し
み
に
耐
え
、

夫
に
先
立
た
れ
た
一
人
暮
ら
し

の
不
安
に
耐
え
、
自
ら
の
体
力

の
低
下
に
耐
え
て
き
た
人
生

を
、
そ
の
一
カ
月
後
に
終
え
ら

れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
喪
失
体
験
を
、
本

当
の
意
味
で
私
た
ち
は
追
体
験

で
き
ま
せ
ん
が
、
何
か
支
え
に

な
り
た
い
、
で
き
る
こ
と
は
何

で
も
し
ま
す
、
と
い
う
気
持
ち

で
訪
問
診
察
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

あ
す
か
ら 

元
気
に
な
る
。 

石
川
県
言
語
聴
覚
士
会
主
催

「
言
語
聴
覚
の
日
」
記
念
事
業

講
演
会 

展
示
会 

あ
す
か
ら 

元
気
に
な
る
。 

日
時
／
平
成
２０
年
８
月
３０
日
（
土
）午
後
１
時
４５
分
〜
４
時

会
場
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル 

9月1日は言語聴覚の日 
市民公開講座 

老人にも明日がある 
　 ─熱い思いここにあり─ 

斉藤正身 先生

石
川
県
言
語
聴
覚
士
会
主
催

「
言
語
聴
覚
の
日
」
記
念
事
業

言
語
聴
覚
障
害
に
関
す
る 

パ
ネ
ル
展
示
会 

●
嚥
下
食 

●
口
腔
ケ
ア
グ
ッ
ズ 

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器 

他 

主催 石川県言語聴覚士会 
　　http://st-ishikawa.sakura.ne.jp
後援／石川県・（社福）石川県社会福祉協議会・（社）石川県医師会・（社）石川県歯科医師会・石川県保険

医協会・（社）石川県看護協会・（社）石川県理学療法士会・（社）石川県作業療法士会・石川県介護
支援専門員協会・石川県老人保健施設協議会＜一部申請中＞ 

　斉藤先生は、保健、医療、福祉の連携を根幹に据え、常に先駆的、開
拓的な視点をもって「老人の明日」を創る事業に当たってこられました。 
そして、情熱を持ってリハビリテーションとコミュニティケアを実践して
こられました。講演を通じて、これからの高齢社会をともに考える場を
提供したいと思います。 

医療法人真正会理事長、社会福祉法人真寿会理事長、霞ヶ関南病院院長、全国老人デ
イ・ケア連絡協議会会長、日本リハビリテーション病院・施設協会常任理事、全国回復
期リハビリテーション病棟連絡協議会理事 

講  

師

演
　
題

講
演
会 

入場無料 

同時
開催

【
監
督
】マ
イ
ケ
ル
・
パ
ウ
エ
ル 

 

エ
メ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
ス
バ
ー
ガ
ー 

【
主
演
】ア
ン
ト
ン
・
ウ
ォ
ル
ブ
ル
ッ
ク 

 

マ
リ
ウ
ス
・
ゴ
ー
リ
ン
グ 

一
九
四
八
年（
イ
ギ
リ
ス
） 

赤
い
靴 
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病院・有床診療所セミナー 
全国保険医団体連合会 
８月２３日（土）18：30～21：00 
８月２４日（日）10：00～15：00

保団連 第２６回 病院・有床診療所セミナー 病院・有床診療所セミナー にご参加を 

主　催 

日　時 

会　場 

参加費 

入院医療をめぐる現状と問題を明らかにするとともに具体的な対応策を学習・交流するために、 
「病院・有床診セミナー」を開催します。ぜひご参加ください。 
 

お申し込み・お問い合わせは石川県保険医協会へ 

チサンホテル心斎橋　〒542-0081　大阪市中央区南船場２－４－10 

両日参加（１人 10,000円）、１日のみ参加（１人 6,000円） 
※同一法人２人目以降は、上記より3,000円引きとなります。 

主な内容 

8月23日（土）　18：30～21：00（全体会議） 
○基調提案 
  小島修司／保団連病院有床診対策部長 
○全体学習 
  「病院・有床診の病床転換の留意点」 
療養病床の転換先として創設された介護療養型老人保
健施設等の基準や支援措置の内容と留意点について、８
月下旬に発行するテキストを使って学習会を開催。 

8月24日（日）　10：00～12：00（分科会） 
○病院分科会 

「病院をめぐる情勢と今後の対策」 
  をテーマに提案し、協議・交流します。 

　（提案者…中島保団連病院・有床診対策部会担当理事） 

○ 有床診分科会 

「新しい有床診のあり方を考える」 
  をテーマに提案し、協議・交流します。 

　（提案者…上塚保団連病院・有床診対策部員） 

8月24日（日）　13：00～15：00（全体会議） 
○公開記念講演 
「医療崩壊の現状と、医師不足・医療崩壊を 
  食い止める処方箋（仮題）」 

　 埼玉県済生会栗橋病院副院長　本田　宏先生 

（８月６日締切／定員150人） 

生命－その重さと尊さ 
生命－その喜びと希望 
生命－その重さと尊さ 
生命－その喜びと希望 

いのち

いのち

ジョー・オダネル
原爆写真展

第23回保団連医療研究集会
主催： 全国保険医団体連合会
主務： 宮城県保険医協会

分科会・ 
ポスターセッション 

分科会・ 
ポスターセッション 

●開催日時 2008年 10月 11日（土） 15:00～21:00
   12日（日）   9:00～16:00

●会　　場 仙台国際センター　仙台市青葉区青葉山　電話：022-265-2450 
●参加募集の対象 募集対象は、医師、歯科医師、協会事務局、コ・メディカル、コ・デンタル、 
  保健・福祉関係者、市民、学生等です。 

●参加費等 〈参加費〉 医師、歯科医師…8,000円　事務局…2,000円 
  家族、コ・メディカル／コ・デンタル、一般、学生 …500円 

 〈その他〉 レセプション（11日 19：00～）…10,000円　昼食弁当代（12日昼）…2,000円 

●プログラム●

◇オープニング 15:00～15:15
　○保団連会長挨拶 
　○第23回医療研究集会実行委員長挨拶 
　○次回医療研究集会主務協会代表挨拶 

◇「全国共同調査」結果の発表 15:15～15:45
　○開業医の病診連携に関する実態調査 

◇記念講演1 15:45～16:30

  「J.S.バッハの音楽が現代に伝えるもの」 
 バッハ研究家  川端 純四郎 氏 
◇記念講演2 16:30～18:00

  「人が活き活きと生きる社会－特派員が見た世界から」 
 ジャーナリスト（朝日新聞記者）  伊藤 千尋 氏 
◇レセプション 19:00～21:00
　○会場・仙台国際ホテル 

◆分科会・ポスターセッション

○分科会（5分科会7会場） 9:00～12:00 
　第1分科会「在宅医療・介護」 
　第2分科会「医科診療の研究と工夫」（2会場） 
　第3分科会「歯科診療の研究と工夫」（2会場） 
　第4分科会「公害・環境・職業病」 
　第5分科会「医学史・医療運動史・医療と裁判」 

○ポスターセッション 9:00～15:00
 （発表は11：30～） 

◆シンポジウム 13:00～16:00
□シンポジウム1「戦争と医療－東北の視点から」 
□シンポジウム2「子育て支援－悩める思春期」 
□シンポジウム3
　「過重労働・成果主義時代の過労自殺の特徴と対策」 

10月11日（土）  15:00～21:00

10月12日（日）  9:00～16:00

1. 第1分科会「在宅医療・介護」（1会場、15演題予定、発表8分・質疑4分） 

2. 第2分科会A・B「医科診療の研究と工夫」（2会場、30演題予定、発表8分・質疑4分） 

3. 第3分科会A・B「歯科診療の研究と工夫」（2会場、30演題予定、発表8分・質疑4分） 

4. 第4分科会「公害・環境・職業病」（1会場、15演題予定、発表8分・質疑4分） 

5. 第5分科会「医学史・医療運動史・医療と裁判」（1会場、15演題予定、発表8分・質疑4分） 

ポスターセッション（パネル20台予定、発表は1演題5分・11：30より開始） 

分科会・ポスターセッション 演題募集内容分科会・ポスターセッション

メインテーマ

2日目 2日目 

1日目 1日目 

特別企画

「グラウンド・ゼロ」 「グラウンド・ゼロ」 「グラウンド・ゼロ」 
両日実施

ジョー・オダネル
原爆写真展

演題募集は締め切られています 
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原爆・核兵器の被害者を 
ふたたびつくらないために 

証言と映像が一体になった迫真のパネル 
製作：日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協） 

原爆と 
人間展 

平成20年（2008年） 

8月2日（土）～8月15日（金）10時～20時 
石川県庁 19階展望台ロビー 

■主催／反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会（076‐264‐0550）

※最終日15日は16時までです。

日 時 

会 場 

現
在
、
病
院
勤
務
医
を
し
て
い
る
。
二
年
ほ
ど
前
ま
で
は

療
養
病
棟
の
担
当
医
を
し
て
い
た
の
で
、
民
間
保
険
の
診
断

書
を
書
く
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
介
護
保
険
の

主
治
医
意
見
書
の
記
載
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
一
般
病
棟
の
担
当
に
復
帰
し
、
検
査
入
院
や
肺

炎
、
喘
息
、
心
不
全
と
い
っ
た
急
性
内
科
疾
患
も
担
当
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

明
ら
か
に
書
類
の
種
類
が
変
わ
っ
て
、
主
治
医
意
見
書
は

月
に
二
〜
三
枚
に
減
り
、
民
間
保
険
の
入
院
証
明
が
増
え

た
。
以
前
、
記
載
し
て
い
た
様
式
と
は
だ
い
ぶ
様
変
わ
り

し
、
病
名
や
入
院
日
、
経
過
は
も
と
よ
り
、
既
往
を
し
っ
か

り
書
く
よ
う
に
指
導
さ
れ
（
強
制
さ
れ
）、
患
者
さ
ん
に
病

名
を
伝
え
た
日
と
内
容
、
家
族
に
病
名
を
伝
え
た
日
と
内
容

ま
で
も
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
ル
テ
を
ひ
っ
く
り

返
し
て
、
い
つ
ど
ん
な
内
容
と
病
名
を
誰
に
伝
え
た
か
ま
で

調
べ
る
必
要
が
出
て
き
た
。
既
往
も
、
患
者
さ
ん
か
ら
聞
い

た
内
容
を
詳
し
く
書
く
必
要
が
出
て
き
た
。
書
類
一
枚
に
、

必
要
な
時
間
が
倍
近
く
に
な
っ
た
。

以
前
は
、
既
往
を
問
わ
れ
る
欄
が
あ
っ
て
も
、
既
往
を
書

く
こ
と
で
、
も
し
か
す
る
と
患
者
さ
ん
が
保
険
加
入
時
に
、

保
険
会
社
に
そ
の
病
名
を
伝
え
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
既
往
よ
り
も
後
に
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
な

い
ま
ま
加
入
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
う
す
れ
ば
既
往

を
詳
し
く
書
く
こ
と
で
保
険
会
社
か
ら
保
険
金
が
下
り
な
い

か
も
し
れ
な
い
、
そ
う
す
る
と
患
者
さ
ん
に
不
利
に
（
損

に
）
な
る
か
も
知
れ
な
い
・
・
・
と
、
一
応
患
者
さ
ん
の
立

場
に
立
っ
て
、
そ
の
利
益
を
擁
護
す
る
立
場
で
、
あ
え
て
既

往
欄
は
『
無
記
載
』
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

患
者
さ
ん
の
問
診
か
ら
は
「
二
十
歳
ご
ろ
に
気
管
支
喘
息
と

い
わ
れ
た
」
と
聞
い
て
い
る
、
そ
の
方
が
五
十
歳
で
、
胃
潰

瘍
の
た
め
入
院
し
た
。
保
険
の
書
類
を
書
く
時
は
、
お
そ
ら

く
二
十
歳
の
こ
ろ
の
気
管
支
喘
息
の
こ
と
は
保
険
会
社
に
伝

え
て
い
な
い
だ
ろ
う
な
、
保
険
に
入
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
そ

の
後
だ
ろ
う
な
、
じ
ゃ
あ
、
あ
え
て
書
か
な
い
か
、
と
考
え

て
い
た
。

し
か
し
、
で
あ
る
。
民
間
の
保
険
に
入
っ
て
、
入
院
加
療

に
対
し
保
険
金
が
出
る
こ
と
は
、
本
当
に
患
者
さ
ん
の
利
益

に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
、
最
近
ふ
つ
ふ
つ
と
涌

い
て
く
る
。
確
か
に
、
一
日
一
万
円
ほ
ど
の
保
険
金
が
入
れ

ば
、
家
計
が
大
変
な
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
多
少
の
助
け

に
な
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
本
当
に
必
要
な
こ
と
は
、
民
間
保

険
に
な
ど
支
え
ら
れ
ず
に
、
公
的
医
療
制
度
で
十
分
な
保
障

が
あ
れ
ば
、
そ
の
ほ
う
が
ず
っ
と
患
者
さ
ん
の
利
益
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

最
近
の
民
間
保
険
の
、
驚
く
ほ
ど
の
広
告
量
。
高
齢
者
で

も
病
気
が
あ
る
人
で
も
、
電
話
一
本
で
安
い
保
険
料
で
、
簡

単
に
保
険
に
入
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
甘
い
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
。

医
療
や
そ
の
経
済
的
心
配
を
を
め
ぐ
っ
て
募
る
不
安
を
逆
手

に
と
っ
て
、
高
齢
者
や
病
気
の
あ
る
方
々
か
ら
、
さ
ら
に
保

険
料
を
搾
り
取
ろ
う
と
い
う
、
そ
ん
な
意
図
が
見
え
隠
れ
す

る
。
公
的
医
療
制
度
を
切
り
崩
し
、
保
険
給
付
を
削
減
し
、

保
険
負
担
を
増
大
さ
せ
、
民
間
保
険
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
を
政
策
的
に
推
し
進
め
、
し
か
も
、
そ
の
背
後
に
、
ア

メ
リ
カ
の
民
間
保
険
会
社
の
国
家
を
挙
げ
た
干
渉
が
あ
り
、

日
本
の
民
間
保
険
会
社
も
公
的
医
療
制
度
の
破
壊
を
至
上
命

令
に
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
な
ど
で
財
界
の
主
張
を
繰
り
広

げ
る
。

時
代
劇
な
ど
で
お
馴
染
み
の
、
悪
徳
代
官
が
税
を
上
げ
、

悲
鳴
を
上
げ
た
庶
民
が
高
利
貸
し
か
ら
お
金
を
借
り
、
破
綻

す
る
と
資
産
を
没
収
さ
れ
、
裏
で
は
代
官
と
高
利
貸
し
が
結

託
し
て
い
る
・
・
・
、
そ
れ
と
ど
う
違
う
と
い
う
の
か
。

私
は
、
最
近
保
険
の
書
類
は
す
べ
て
偽
り
な
く
正
確
に
、

既
往
も
含
め
記
載
す
る
よ
う
に
改
め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
患

者
さ
ん
は
、
保
険
金
が
下
り
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
患

者
さ
ん
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
そ

の
こ
と
で
患
者
さ
ん
や
国
民
に
も
、
賢
く
な
っ
て
欲
し
い
。

民
間
保
険
に
頼
ら
な
く
て
も
心
配
な
い
制
度
を
つ
く
る
こ
と

の
方
が
、
ど
れ
だ
け
利
益
に
な
る
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
経
済
主
導
の
民
間
保
険
に
公
的
保
険
が
食
い
荒
ら
さ
れ

て
立
ち
上
が
れ
な
く
な
る
前
に
・
・
・
。

先
日
、
靖
国
神
社
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
（
平
和
学
習

で
）。
鳥
居
の
前
に
、
戦
前
に
国
策
で
作
ら
れ
た
戦
争
保
険

会
社
が
寄
付
を
し
て
建
て
ら
れ
た
祠
が
あ
っ
た
。
そ
の
保
険

会
社
は
今
も
生
命
保
険
を
扱
っ
て
い
る
。
今
に
通
じ
る
何
か

を
感
じ
た
。

会員リレーエッセー   ◆◆ 108◆◆

民
間
保
険
診
断
書
に
思
う

柳
沢　

深
志
（
金
沢
市
・
内
科
）
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今回は、石川県で開催されます 
保団連文化部・味わいと文化の旅

奥の細道　 
の旅 

今回は「越中・加賀」で 
芭蕉の足跡をたどる旅です。 

日　　程 2008年9月13日（土） 
　　　 ～15日（月・祝日） 
 

募集定員 30人（最少催行人員25名） 
芭蕉研究家、添乗員、保団連事務局員が同行します。 

参 加 費 125，000円（予定価格） 
貸切バス代、宿泊代、食事代（朝2、昼2、夕2）、入場代、保険代 

※集合地の富山空港までと、解散地の小松空港からの費用は、 
　別途必要です。 

締 切 日 7月25日 

お申し込み・お問い合せは 

保団連（03-3375-5121）文化部・堀江、室井まで

（最終締切日前でも定員になり次第に締め切ります。また最終締切日の
7月 28日の時点で最少催行人員が25人に満たない場合は、中止させて
いただくことがあります。その際は8月5日までに、お知らせします。） 

2泊3日の全日程 貸切バス使用
9月13日　13時30分 
富山空港（富山駅）に集合 

……那古の浦、高岡、倶利伽羅峠、金沢市内、 
　　小松市内（多太神社、小松天満宮）、 
　　那谷寺…… 
9月15日　16時30分 
小松空港（加賀温泉駅、金沢駅）で解散 

第５弾 

囲 碁 

（解答は3面にあります） （解答は3面にあります） 

持
駒
　
角
金
桂 

黒先　7分で1、2級以上 
〈ヒント〉 もう一眼を作って 
　 無条件で生きます。 

〈ヒント〉3手目にうまい角打あり……。 
 10分で2級 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

桂 香 
玉 銀 

飛 

歩 

歩 

銀 

初級編 初級編 

高村　昭輝（金沢市・小児科） 

その 8外科医は一億円プレーヤー!?
12回シリーズ 

高村ドクターの 高村ドクターの 

オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは 

今
回
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
触
れ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
と
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
水
泳

は
有
名
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、

サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な

ど
も
、
最
近
は
ア
ジ
ア
地
区
に

加
わ
っ
た
の
で
日
本
に
と
っ
て

も
強
敵
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
お
そ
ら
く
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
る
の
が
、

ラ
グ
ビ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
も
、
日
本
が
大
差
で
負
け
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
ね
。
こ
の
ラ
グ
ビ
ー
・
・
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ル

ブ
ラ
ッ
ク
ス
と
と
も
に
こ
こ
オ

セ
ア
ニ
ア
で
は
、
確
か
に
人
気

ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
す
が
、
国
内

で
は
シ
ド
ニ
ー
・
ブ
リ
ス
ベ
ン

を
中
心
と
す
る
東
海
岸
で
人
気

が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
ア
デ

レ
ー
ド
、
パ
ー
ス
な
ど
の
南
部

か
ら
西
部
で
は
何
が
人
気
な
の

で
し
ょ
う
か
？
ク
リ
ケ
ッ
ト
？

す
る
ど
い
で
す
ね
ぇ
〜
、
ク
リ

ケ
ッ
ト
が
思
い
つ
い
た
方
は
、

か
な
り
の
通
で
す
。
ク
リ
ケ
ッ

ト
は
主
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
旧
宗

主
国
で
あ
っ
た
国
で
人
気
の
あ

る
、
日
本
人
に
な
じ
み
の
な
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
ね
。
確
か
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
で
人
気
の

あ
る
、
ル
ー
ル
の
よ
く
分
か
ら

な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

で
も
、
も
う
一
つ
、
日
本
人

に
な
じ
み
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
が

あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
こ
ち
ら

の
人
が
「
オ
ー
ジ
ー
ル
ー
ル
」、

「
フ
ッ
テ
ィ
ー
」
と
呼
ぶ
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

ン
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
一
チ
ー

ム
十
八
人
で

構
成
さ
れ
、

比
較
的
ル
ー

ル
も
分
か
り

や
す
く
、
動

き
も
多
い
の

で
、
女
性
・

子
ど
も
に
も

人
気
の
ス
ポ

ー
ツ
な
ん
で

す
。
興
味
が

あ
る
方
は
、
調
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。「
Ａ
Ｆ
Ｌ
」
と
、
キ

ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
と
見
つ
か

る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

ス
ポ
ー
ツ
大
国
の
一
つ
で
す
。

才
能
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
小

さ
い
う
ち
に
見
つ
け
出
し
て

は
、
国
の
全
面
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
も
と
で
世
界
に
通
用
す
る
よ

う
に
育
て
て
い
ま
す
。
人
口
は

日
本
の
六
分
の
一
し
か
い
ま
せ

ん
が
、
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
選
手
が
世
界
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
育
て
る
シ
ス
テ
ム
の

差
で
し
ょ
う
か
？
や
は
り
、
遺

伝
的
体
格
の
差
で
し
ょ
う
か

ね
？
人
口
が
多
く
て
も
や
は

り
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
日
本
人
が

世
界
的
に
活
躍
す
る
の
は
と
て

も
難
し
い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
、
こ
こ
ア
デ

レ
ー
ド
で
は
た
く
さ
ん
の
専
門

医
が
待
遇
の
悪
さ
に
声
を
上
げ

て
い
ま
す
。
少
な
い
時
間
、
足

り
な
い
ス
タ
ッ
フ
、
安
い
給

料
・
・
・
と
い
う
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
医
師
が
公
的
病
院
を

辞
め
、
私
的
病
院
に
移
っ
て
い

ま
す
。
お
か
げ
で
公
的
病
院
で

は
、
緊
急
手
術
以
外
の
待
機
手

術
は
、
す
べ
て
無
期
限
延
期
と

い
う
異
常
事
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。

で
は
、
公
的
病
院
で
の
給
料

は
そ
ん
な
に
低
い
の
で
し
ょ
う

か
？
新
聞
を
読
ん
で
み
る
と
時

給
が
二
年
前
に
百
五
十
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ド
ル
か
ら
二
百
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
に
上
が
っ
た

そ
う
な
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

他
州
よ
り
も
三
割
程
度
安
い
と

皆
が
主
張
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
時
給
で
す
よ
、
時
給
・
・
・

こ
ち
ら
の
一
流
の
外
科
医
た
ち

は
、
み
ん
な
一
億
円
プ
レ
ー
ヤ

ー
だ
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ
う
に
な
れ
る
外
科
医
は

一
握
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
日
本
人
の
医
師
の
感
覚
と

は
か
け
離
れ
て
い
ま
す
よ

ね
・
・
・
。
一
晩
当
直
し
て
、

彼
ら
の
時
給
程
度
し
か
も
ら
え

な
い
日
本
人
医
師
は
ど
う
な
ん

だ
！？
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
、
日

本
人
医
師
の
対
人
口
比
の
数

は
、
最
低
レ
ベ
ル
で
す
。
そ
れ

で
も
日
本
の
医
療
が
世
界
で
最

高
水
準
を
保
て
る
の
は
、
現
場

の
医
師
の
す
さ
ま
じ
い
努
力
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
厚
生
労
働
省
に
分
か
っ

て
欲
し
い
な
あ
と
、
他
国
の
医

師
の
実
情
を
見
る
と
感
じ
ま

す
。平

均
給
与
を
比
較
し
た
場

合
、
こ
ち
ら
で
最
も
高
収
入
な

医
師
は
、
放
射
線
科
医
と
病
理

医
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
専

門
医
は
、
診
断
料
と
し
て
か
な

り
の
額
の
診
療
費
が
分
配
さ
れ

る
そ
う
で
、
非
常
に
高
収
入
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。

所
変
わ
れ
ば
、
制
度
も
給
与

も
ス
テ
イ
タ
ス
も
す
べ
て
が
変

わ
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
み
な

さ
ん
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
医

者
を
し
て
み
た
く
な
っ
た
で
し

ょ
う
か
？

原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
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2
2
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5
3
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超満員のオーストラリアンフットボール


